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し
、
運
輸
安
全
委
員
会
か
ら

「
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
原

因
究
明
及
び
対
策
が
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
お
客
様
に
お

怪
我
が
な
か
っ
た
こ
と
は

不
幸
中
の
幸
い
で
す
。
今
後

も
、
一
歩
一
歩
安
全
対
策
を

作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

○
二
一
春
闘
に
つ
い
て 

 

昨
年
の
春
闘
で
年
間
臨

給
の
五
．
三
八
ヵ
月
で
妥
結

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
期
末

手
当
を
一
．
五
ヵ
月
と
し
た

こ
と
に
つ
い
て
地
方
本
部

を
預
か
る
者
と
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
西

日
本
は
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
ま
し
た
。
第
３
四

半
期
は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
に
よ
り
回
復
傾

向
で
し
た
が
、
最
終
赤
字
が

一
六
一
八
億
円
と
な
り
ま

␣
 

○
安
全
の
確
立
に
つ
い
て 

福
知
山
線
列
車
事
故
か
ら 

十
六
年
が
経
過
し
、
伯
備
線 

触
車
事
故
か
ら
十
五
年
が
経 

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
取 

り
組
み
に
よ
り
安
全
性
は
着 

実
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
昨
年
十
二
月
三
十 

日
に
山
口
線
お
い
て
走
行
中 

に
ド
ア
が
開
く
事
象
が
発
生 

 

第
三
十
回
地
本
委
員
会
を
開
催
！ 

（
広
二
支
部
） 
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広
島
地
本
は
、
二
月
二
十
七
日
（
土
）
ワ
ー
ク
ピ
ア
広
島
（
広
島
市
南
区
）

に
お
い
て
、
第
三
十
回
地
本
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
、
傍
聴
者
無
し
の
規
模
縮
小
及
び
全
員
が
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
の
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
中
央
本
部
よ
り

上
村
委
員
長
及
び
松
原
副
委
員
長
、
福
本
企
画
部
長
、
新
幹
線
協
議
会
よ
り
高

橋
事
務
局
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
八
名
の
委
員
か
ら
発
言
を

受
け
、
安
全
の
確
立
に
向
け
た
取
組
み
や
二
〇
二
一
春
闘
の
具
体
的
な
行
動
に

つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

委
員
会
は
、
池
田
副
委 

員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で 

始
ま
り
、
委
員
四
十
名
中 

三
十
五
名
の
出
席
に
よ
り 

委
員
会
成
立
を
確
認
し
た 

後
、
議
長
に
西
村
委
員(
支 

社
支
部)

を
選
出
し
、
議
事 

を
進
行
し
ま
し
た
。 

委
員
会
の
主
な
議
事
は
、 

①
主
な
運
動
の
総
括
（
一
） 

安
全
確
立
に
向
け
た
取
り 

組
み
（
二
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ 

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応 

に
つ
い
て
（
三
）
年
間
臨
給 

の
見
直
し
に
つ
い
て
（
四
） 

二
〇
二
〇
年
総
合
労
働
協 

約
改
訂
・
業
務
課
題
へ
の 

取
り
組
み
（
五
）
組
織
の 

拡
大
と
充
実
、
強
化
の
取 

り
組
み
②
当
面
す
る
活
動 

方
針
、（
一
）
私
た
ち
を
取 

り
巻
く
情
勢
（
二
）
具
体 

的
な
取
り
組
み
方
針
に
つ 

い
て
石
松
書
記
長
よ
り
報 

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
の
二
〇
二
一
春
闘
は

過
去
に
例
を
見
な
い
厳
し

い
戦
い
と
な
り
ま
す
が
、

我
々
の
生
活
を
守
る
た
め

に
今
春
闘
で
は
要
求
満
額

獲
得
を
必
ず
勝
ち
取
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ

西
労
組
中
央
委
員
会
で
決

定
し
た
「
定
期
昇
給
の
実

施
、
年
間
臨
給
三
．
五
ヵ
月
」

を
柱
と
す
る
方
針
を
支
持

し
、
分
会
の
中
で
組
合
員
の

想
い
を
議
論
し
、
頑
張
れ
の

エ
ー
ル
を
送
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

○
政
治
活
動
に
つ
い
て 

 

二
月
二
十
二
日
に
組
織

内
議
員
で
あ
る
柿
本
広
島

県
議
会
議
員
が
一
般
質
問

に
立
ち
、
各
分
野
に
お
い
て

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
我
々
の
代
弁
者
と

␣
 

し
て
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

関
係
の
三
点
に
つ
い
て
質
問

し
、
広
島
県
の
考
え
方
を
引

き
出
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
我
々
の
代
表
が
議
員
と
な

っ
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
は
と

て
も
頼
も
し
い
限
り
で
あ

り
、
今
後
も
我
々
の
要
求
実

現
の
た
め
に
頑
張
っ
て
頂
き

た
い
で
す
。 

 

河
合
案
里
参
議
院
議
員
の

辞
職
に
伴
う
参
議
院
広
島
県

選
出
議
員
再
選
挙
が
四
月
八

日
告
示
、
四
月
二
十
五
日
投

開
票
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
政

治
は
我
々
の
生
活
基
盤
を
支

え
る
の
に
重
要
で
す
。
具
体

的
に
、
組
合
員
に
多
大
な
ご

協
力
を
頂
い
た
「
Ｊ
Ｒ
産
業

に
関
わ
る
緊
急
政
策
課
題
の

解
決
を
求
め
る
署
名
」
は
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措

置
の
延
長
決
定
に
大
き
く
貢

␣
 

の
よ
う
な
状
況
下
で
は
大

き
な
集
会
で
は
無
く
ミ
ニ

集
会
を
重
ね
て
組
合
員
の

切
実
な
声
を
拾
い
上
げ
る

と
共
に
、
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
し
て
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
良
い
活
動
を
展
開
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
新
し
い
時
代

の
変
化
を
敏
感
に
感
じ
、

そ
れ
ら
に
合
っ
た
活
動
を

行
う
こ
と
に
よ
り
信
頼
関

係
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
日

は
具
体
的
な
提
起
を
行
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
組
合
員

か
ら
の
意
見
を
賜
り
、
具

体
的
な
提
起
を
行
っ
て
行

き
た
い
考
え
て
い
ま
す
。 

安
全
を
基
礎
に
未
来
を
切
り
拓
こ
う
！ 

全
組
合
員
の
総
団
結
で
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、 

守
田
委
員
長 

挨
拶
（
要
旨
） 

（
右
）
委
員
会
宣
言
を
読 

み
上
げ
る
本
青
年
女
性

委
員
長 

（
左
）
進
行
を
行
う
西
村

議
長 

創造・参加・実践 

告
そ
の
後
の
質
疑
・
応
答 

で
は
、
八
名
の
委
員
か
ら 

発
言
を
受
け
真
摯
な
議
論 

が
交
わ
さ
れ
活
動
方
針
な 

ど
の
提
起
事
案
に
つ
い
て 

、
満
場
一
致
の
拍
手
で
承 

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て 

最
後
に
、
守
田
委
員
長
の 

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
委
員 

会
は
閉
会
し
ま
し
た
。 

献
し
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙

は
我
々
に
と
っ
て
は
重
要

な
戦
い
で
す
。
自
民
党
候
補

を
倒
し
、
野
党
統
一
候
補
が

勝
利
す
る
た
め
に
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。 

○
今
後
の
組
合
活
動
に
つ

い
て 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
組
合
活
動
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
多
く

の
活
動
が
自
粛
と
な
り
、
今

ま
で
の
当
た
り
前
の
活
動

が
出
来
な
い
状
態
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
組
合
役

員
と
一
生
懸
命
現
場
で
働

い
て
い
る
組
合
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
労
働
組
合

に
と
っ
て
役
員
と
組
合
員

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
極
め
て
重
要
で
す
。
現
在 


